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令和２年度 消費・安全対策交付金（食料安全保障確立対策推進交付金）都道府県等成果及び評価
都道府県等名：岡山県

目 標 値 事業実施主体ごとの達成度
交付金相当額 事後評価

目的 目 標 目標値 実 績 達成度 事業実施主体 目標 達成度 （円)
（うち地域提案メニュ－） 評価及び指導方針等 第三者の意見

Ⅰ農畜水産 安全性向上措置の検 安全性向上対策の有効 ８ 100 岡山県 ８ 100 502,000 麻痺性貝毒のリスク管理にスクリーニ 水産物として、特に食の安全性の確保が求められ
物の安全 証・普及のうち農産 性・実効可能性の検証 ング法を導入することで、効率的な貝毒 ている「カキ等の二枚貝による貝毒」については、
性の向上 物・加工食品の安全 対象とする類型数 リスク管理が可能になる可能性が示唆さ 貝毒原因プランクトンの発生状況によるなど、その

性向上措置の検証 （類型数） ８ れた。 年の漁場環境に大きく左右される。
こうしたことから、漁場でのきめ細やかな検査が

最も重要となるが、産地段階から実施された検査の
手法、時期、対象範囲及び回数等は的確、適正で、
効率的な貝毒リスク管理が可能になる可能性が示唆
された点は充分評価できる。
なお、自然海で養殖・漁獲される二枚貝類につい

ては、天然餌料に依存し、常に食中毒の可能性を孕
んでいることから、漁場監視体制のより一層の充実
・強化により、二枚貝類の食の安全を図っていただ
きたい。

農薬の適正使用等の 農薬の不適切な販売及 3.5％ 107 岡山県 10.0％ 107 315,000 農薬の使用基準の遵守、安全かつ適正 （１）農薬の安全使用の推進、（２）農薬の適切な
総合的な推進 び使用の発生割合 な使用及び保管管理については、啓発資 管理及び販売の推進の事業内容において、最近はド

（目標値）１０．０％ 料の作成や研修会による指導、農薬販売 ローンによる防除も増えているのでその対策も講じ
者に対する立入検査時の周知啓発及び改 ている。農薬危害防止対策協議会、農薬危害防止運
善指導を継続して実施しており、農薬の 動、啓発活動の実施も行っている。今後も引き続き
不適切な販売及び使用の発生割合につい 指導を続けて頂きたい。農薬販売者に対する立入検
ての目標を達成できている。そのため、 査は99 件であるが、この件数はコロナの影響によ
これまでの指導による成果は十分に出て って少なくなったとのことである。残留基準値超過
いると考えており、今後も農薬の使用基 事案は生じておらず、農薬販売者への立入検査の結
準の遵守、安全かつ適正な使用及び保管 果、変更届の未提出が４件、帳簿の不備４件等を確
管理、適切な取扱いや販売の推進などの 認したが、いずれも立入検査時の指導により改善が
指導を継続していく。 図られており、コロナのなかでも農薬の適正使用等

の総合的な推進が達成できていると判断する。
引き続き、農薬の適正使用等の総合的な推進につ

いてご指導いただきたい。

Ⅱ伝染性疾 家畜衛生の推進 家畜衛生に係る取組の 103.6% 100 岡山県 103.6% 100 5,618,000 畜産農家に対する衛生指導、調査及び BSE検査の継続、家畜衛生情報の収集と農家への
病・病害 充実度 検査を実施したことにより、畜産農家及 情報提供、高病原性鳥インフルエンザなど家畜伝染
虫の発生 （目標値） １０３．０ び関係機関の衛生管理意識の向上が実現 病発生時への備えとしての防疫資材の備蓄と防疫演
予防・ま 伝染性疾病発生件数 (一社)岡山県畜 103.6% 100 1,005,000 できた。また、飼養衛生管理基準の改正 習の実施、生産性向上対策としての慢性疾病を対象
ん延防止 （目標値） １１３ 産協会 に伴い、積極的に農場バイオセキュリテ とした検査及び農場段階での薬剤耐性状況の把握、

検査件数 ィ事業に取組み、農場の衛生管理対策の 農家への貸出用石灰塗布機の導入など家畜衛生対策
（目標値） ６０，０００ <地区推進事業> 103.6% 100 1,619,000 向上を図り、伝染性疾病の発生を予防し 全般にわたり総合的に農家の衛生レベル向上に努め

おかやま酪農業 た。また、畜産物の安全性向上農家への ており、家畜伝染性疾病発生件数等をパラメーター
協同組合 啓蒙及び伝染性疾病の発生農場の衛生管 とした実績評価で、目標を上回っており高く評価で

理意識の向上により、達成度は100 とな きる。
(一社)岡山県畜 103.6% 100 192,000 った。 特に、季節ごとの衛生情報等をカラーで分かり易
産協会 今後も引き続き衛生指導の充実を図る く印刷したリーフレットを定期的に発行しており、

必要がある。 農家への情報提供ツールとなっている。
また、BVD-MD への取り組みは、乳用牛更新等に

際し県外依存の高い本県においては、常に侵入リス
クが高く、バルク乳検査と導入牛・産子等検査助成
は、PI 牛排除に有効であり、対策に取り組むこと
で効果的に清浄化を推進されると期待される。

養殖衛生管理体制の 養殖衛生管理指導を実施し 65.1% 100 岡山県 65.1% 100 613,000 水産用医薬品の適正使用等についての 養殖魚類等の安全・安心な供給のためには、持続
整備 た経営体数の割合 継続的な指導により、医薬品使用等に対 的養殖生産確保法に基づく防疫制度及び食品衛生法

（目標値) ６５．１％ する正しい認識が養殖業者間に醸成され や医療品医療器機等法などによる養殖衛生管理体制
てきたと考えられる。 の徹底が必須である。また、年によって異なる魚病

の発生に対しては、迅速な情報収集と感染経路の特
定及び疾患ごとの適正な医薬品使用が重要となる。
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こうしたことを踏まえ、本事業では、法令に基づく
医薬品適正使用のための養殖衛生管理指導の他、各
養殖場の巡回指導調査・監視による疾病伝播防止対
策や医薬品残留検査等を的確に実施している。
こうした対応により、適切な養殖衛生管理体制の

整備や養殖漁業者等の医薬品使用に対する正しい認
識が醸成されてきており、評価できる。今後とも県
民への安心・安全な水産物供給のため、養殖衛生管
理体制整備の一層の充実・強化を図っていただきた
い。

病害虫の防除の推進 薬剤抵抗性をはじめと 129％ 100 岡山県 129％ 100 3,629,000 本年度は取り組んだ３品目の５病害虫 [簡易被覆栽培ブトウにおける晩腐病の防除対策
する難防除病害虫・雑 において、目標を達成し、農薬に頼れな 試験]（平成30年～令和2年度）
草の防除体系等におけ い病害虫・雑草の発生状況に応じた管理 R2年度最終年度
る作業の現状からの向 手法の確立のための成果が得られた。 最終年度の今年は、ブトウにおける晩腐病の発生
上率 環境にやさしい農業を進める観点から 生態に関して、第一次伝染源での胞子形成及び飛散
（目標値） １２９％ も、今後さらに環境リスク低減防除技術 時期及び果房への主な感染時期について解明した。

確立のための試験研究を進める必要があ ブドウ晩腐病菌の分生子形成状況を年間通して雨水
農薬に頼れない病害虫 ６回 100 ６回 100 る。 採集液の平均分生子濃度の経年変化を調査した結
・雑草の発生状況に応 果、6月上旬より胞子が形成され9月まで続いた。晩
じた管理手法等の普及 腐病菌の飛散状況も調べたところ6月から9月の降雨
取組数 期にわずかな雨でも飛散が認められた。
（目標値） ６回 結果母枝と巻きひげが感染源とされていたが、現地

圃場における実証試験で、果房への主な感染時期で
ある果実大豆期（6月中旬）にセイビアー20（フロ
アブル）を散布する防除体系を確立し、防除効果を
現地調査で明らかにできた。５月下旬～７月上旬
（開花期～袋掛け前）に感染し特に６月中旬～７月
上旬（果粒大豆大期～袋掛け前）の感染割合が高い
ことがわかり、その時期に薬剤を散布することで晩
腐病を防除できることが、津山の圃場試験で明らか
にできた。
以上の結果より適期にセイビアーF20を用いた防

除体系は晩腐病に対して有効であることを解明でき
た点は評価できる。袋がけ（袋の種類）とボルドー
剤のさらなる効果も引き続き検討されている。

[施設ブドウのコナカイガラムシ類防除対策の確立]
（平成30～令和2年度) 最終年度
施設ブドウにおけるコナカイガラムシ類の被害が

増加傾向にあったため、コナカイガラムシ類防除対
策の確立が望まれていた。コナカイガラムシ類の発
生消長の簡便な把握方法、効果的な薬剤の選抜を行
い、防除体系の確立している卵越冬していたクワコ
ナカイガラムシは作型に関わらず発芽期にふ化する
ことが分かった。選抜薬剤は卵のう期でも有効であ
り、越冬していたフジコナカイガラムシ幼虫に対
し、慣行薬剤のスプラサイドに対して選抜した薬剤
（トクチオン、トランスフォーム）は齢に関わらず
有効であることが所内の試験によってわかった。調
査の結果、フジコナカイガラムシとクワコナカイガ
ラムシともに試験薬剤の処理区では大幅に被害を抑
えることができ、3年間の試験により、両種の防除
効果の高い時期（発芽前～発芽）を特定することが
できた。発芽前～発芽期の防除は被害の抑制に効果
が高いことを明らかにできたなど評価できる。

[イチゴの天敵利用栽培における微小害虫防除体系
の確立]（令和元年～令和3年度）2年目
害虫のハダニとヒラズハナアザミウマについて、

持続的かつ安定的な防除効果が期待できる天敵を利
用した防除体系を組み立てている。ハダニに対する
主要薬剤の薬剤感受性検定、気門封鎖剤の利用によ
る育苗中のハダニ密度抑制効果を調べた。薬剤抵抗
性があるため、薬剤に依らない防除を考える必要の
あることがわかった。そこで天敵（リモニカスカブ
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リダニ、アカメガシワクダアザミウマ）の動態を調
べ、IPM技術を組み合わせた害虫防除体系の組み立
てを実証している。ミヤコカブリダニ、リモニカス
カブリダニ、アカメガシワクダアザミウマの動態が
調べられた。その結果クラウン（株もと）は、ダニ
およびアザミウマの越冬、蛹化場所の可能性あるこ
とを見出した。またクラウンは、害虫アザミウマと
天敵の隠れ家である可能性が示唆された。今後は、
クラウンに天敵を優先的に持続させる視点で試験を
進める。その手法として、クラウンにブラインシュ
リンプ卵（天敵のエサ）を散布することが検討され
ている。また天敵温存植物（スイートアリッサム）
の検討も行う。害虫と天敵の生育・生態の解明が害
虫防除に有効であるという点で興味深い。天敵に餌
をあげて強化するといった応用に活かせる着眼点の
研究結果を期待する。

[主要病害虫の薬剤感受性の発生実態の解明と有効
薬剤の選抜][イチゴ炭疽病]
今年度は植物病原菌の耐性リスクが高いとされる

イチゴ炭疽病を扱っている。耐性菌の発生リスクが
比較的高いため薬剤感受性の実態解明と有効薬剤の
選抜が行われた。プレート法によって、検定培地上
の菌糸伸長の有無で判定している。さらに植物体上
での生物検定効果も見ている。その結果、ベルクー
トフロアブルとゲッター水和剤は、耐性菌は確認さ
れなかった。一方、アミスター20フロアブルおよび
ファンタジスタ顆粒水和剤では耐性菌に対する防除
効果は低下していた。なぜ薬剤によって耐性菌の発
生が異なるのか（散布回数、防除スケジュール、交
さ性）興味深いところであるが、事業としてスクリ
ーニングができた点は評価できる。

[マイナー作物等病害虫防除対策]
今年度は、エンダイブ（チコリ）の病害であるエ

ンダイブすそ枯病について、防除対策を検討されて
いる。その結果、薬害の見られないアフェットフロ
アブルが有効であることが認められた。薬害もな
く、マイナークロップへの農薬登録の手続きを行っ
ていることは評価できる。

重要病害虫の特別防 対象病害虫の調査等の総回 46回 100 岡山県 46回 100 100,000 適正な調査が実施された。今後も県内 我が国への侵入が特に警戒されているチチュウカ
除等 数 への侵入を監視するため、継続して調査 イミバエ、ミカンコミバエ種群、ウリミバエ（各2

（目標値） ４６回 を実施する必要がある。 か所）、ウメ輪紋ウイルス（６地域：ウメ、モモ）
については、適切な調査方法を探索されながら十分
に侵入警戒防除をしていただいていると判断した。
岡山県は、果物の代表的な生産地であり果菜類の栽
培も盛んであるため、引き続きこれら特殊病害虫の
侵入については十分に警戒していただきたい。また
本年度も未検出であり、問題は認められない。今年
度も九州でミカンコミバエ種群が確認されているた
め、中国地方でのトラップ調査も気を付けて行って
頂きたい。

総合達成率
100

総 計・総合達成度 総合評価 13,593,000
Ａ
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都道府県等名：岡山県(特別交付型)

目 標 値 事業実施主体ごとの達成度
交付金相当額 事後評価

目的 目 標 目標値 実 績 達成度 事業実施主体 目標 達成度 （円)
（うち地域提案メニュ－） 評価及び指導方針等 第三者の意見

Ⅱ伝染性疾 家畜衛生の推進 高病原性鳥インフ 高病原性 達成 岡山県 高病原性 達成 5,000,000 令和２年１２月に本県においてＨＰＡ 令和２年１２月、県内で発生した高病原性鳥イン
病・病害 (特別交付型交付金) ルエンザ(ＨＰＡ 鳥インフ 鳥インフ Ｉが発生した際、迅速な初動対応とまん フルエンザは、発生に備え事前に策定していた農場
虫の発生 Ｉ)のまん延防止 ルエンザ ルエンザ 延防止を実施することできた。約６４万 毎の発生時のシュミレーションもあり、約６４万羽
予防・ま (ＨＰＡ (ＨＰＡ 羽という大規模な農場における発生であ という大規模農場であったにもかかわらず、迅速な
ん延防止 Ｉ)のま Ｉ)のま ったため、多数の職員が一般動員者とし 防疫措置を完了しており評価できる。

ん延防止 ん延防止 て防疫措置を実施し、２４時間対応で防 わが国で発生した場合、迅速な防疫措置を実施す
疫措置を行うことができた。全国でも続 るため、家畜伝染病予防法で都道府県の代執行が可
発が相次ぐ中、本県においては続発な 能とされており、その際、家畜伝染病予防事業で対
く、短期間で防疫措置を終了することが 応し得ない一般動員者の旅費などを国と県が応分の
できた。 負担をすることで、所期の目的に沿って円滑な防疫
また、飼養衛生管理基準改正に伴い、 の推進につながると考えられ、本県の対応は事業の

高病原性鳥インフ 高病原性 達成 <地区推進事業> 高病原性 達成 4,423,000 堆肥舎への防鳥ネット設置が義務づけら 目的に合致した優良事例と考える。
ルエンザ(ＨＰＡ 鳥インフ 岡山県養鶏協会 鳥インフ れたことから、養鶏農場における堆肥舎 また、堆肥舎への防鳥ネットの設置や野生動物侵
Ｉ)の発生抑制) ルエンザ ルエンザ に防鳥ネット設置や野生動物侵入防止の 入防止のための電気牧柵の敷設は事業対応農場は少

(ＨＰＡ (ＨＰＡ ための電気柵の設置に取り組むことで、 なかったものの、国内有数の養鶏県である本県にお
Ｉ)の発 Ｉ)の発 地域の農場バイオセキュリティレベル いては、他の養鶏場の飼養衛生管理基準順守のモデ
生抑制) 生抑制) （衛生対策）の向上を図ることができ ルとして多くの養鶏場で自己資金での実施

た。 に貢献していることが想定される。
発生時には迅速な初動対応が必要とな

り、また発生防止には衛生管理対策を強
化することが重要である。今後も地域の
衛生対策意識を向上させ、発生を未然に
防ぎ、万一発生した際には迅速に初動対
応を実施できるよう、家畜衛生の推進の
事業メニューを活用して、県内の防疫体
制づくりを進めたい。

総合達成度
達成

総 計・総合達成度 総合評価 9,423,000
適正


